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岡部 陽二 0
本喘計也又は酷 螂

現住所 東京都三鷹市井の頭 3丁目1番 1号

生年月日(輸 昭和 9年 8月 16日縞 63前

歴学

年  月 項事

日召不日28年14月

日研口32年 3月

京都大学 法学部 法律学科 入学

螂 対 脚 ,卿 様 (詢

歴職

年  月 項事

日研日32年 4月

日舒口47年 4月

日研日48年 4月

日召不日49年110月

日召禾日51年11月

日研日51年 8月

日召不口55年■1月

昭不日57年 6月

日研日59年 1月

日研口59年 7月

日研日60年 10月

昭不日62年 4月

執 元年 4月

平成 4年 9月

平成 5年 4月

平成 5年 6月

株蜂 壮 住友銀行  入行
株式会社 住友銀行 外国業務部 次長
株式会社 住友銀行 国際金融部 次長
は 難  園 子  匡耶祭夢翁湊詰椰 昌1脹
材ざ賭劉生 住捗

`測

仔 束労華萎籍郭 冨嚇義艮
株式会社 住友銀行 調査役。liIPァイナンス・インターナショナル 鸞
株式会社 住友銀行  匡職率厠資部長

時 園 子 臨 交 巨靭湖諜郵眼

は 鮒 国 予 取締謬:ロンドン娠
ゴッタルド銀行 取締役莉激平成 5年 3月ま0
株式会社 住友銀行 常務取締役 ロンドン支店長
株式会社 住友銀行 常務取締役 欧州総括役員
移bミ会導土 信フ気金者子  礼 交 図Ull絲針舌移導ミ

株式会社 住友銀行 専務取締役 酬 門担当)0菊を5年 3月ま0
明光証券 株式会社 顧問
明光証券 株式会社 代表取締役会長 現在に至る
学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等

年  月 項事

日研口62年 4月

平成 5年 6月

平成 5年 6月

平成 5年 6月

平成 8年 7月

平成 5年 6月

平成 5年 6月

平成 5年 10月

平成 7年 7月

平成 8年 7月

英国htemttiod Bl■tilles h the COnⅢⅢムr

(国際ビジネスインザコミュニアィー)会員平成 4年 9月ま0
日本証券業協会 会員代表 現在に至る
日本証券業協会 大阪地区協会地区評議員 現在に至る
日ラ梼幹  蛛 委員会委員評成 8年 6月ま0
日本証券業協会 店頭登録委員会 委員 現在に至る
大阪証券取引所 会員代表 現在に至る
大阪証券取引所 財務委員会 日1倭員長 現在に至る
東京日本橘西ロータリークラブ 会員 現在に至る
経済団体連合会 金融財政委員会 常任委員G菊

“

年6月ま0
経済団体連合会 金融制度委員会 常任委員 現在に至る

(岡部 陽⊃
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獲卦籠醒案表ミ 19971220

彰 罰

昭和■年 1月 幽 予創業75周年記念論文 幣

【「当行業務の国際化を中心として」】

受賞

職 務 の 状 況

勤 務 先 職  名 職 務 の 内 容 備  考
明落 勝 は イ壊 峰 取締役会議長、経営全般総括

上記のとおり相違ありません。

平成 9年 12月 20日

略  岡部  陽二  印

(岡部 陽⊃



困難弱駄学教動腟資格離皐等tl"712刀

教 育 研 究 業 績 書

平成 8年  12月 20日

略  岡部 陽二 印

著書

…

名称

轄
・

蜘

男リ

発行又は発表

の年月

発行所,発表雑誌

等又は発表学会等

の名称

概 要

(講
1やさしい夕嫁舗和壁
調 スク巨腿里

=7ま
?

2米国証券市場調杏団報告
童

轄

蟷

日研日41年 11月

(疇珈
日蘇口49年 5月

平成 8年 12月

自由蹴

山一證券梱

効 目場制への移行にイ判 、`必然的に発生す

る為替リスクについて、相場変動の要因を分析

の上Jスク回避の集影響

'ブ

ラ翡携薇 したもの。

(121『∋

山一證券傘下の中堅證券会社13社の経営者

で組成された米国証券市場調査団の団長を

割隧れ、平成8年 11月 19日から10日鳳

米国三都市にて米国の大手・中堅証券会社・

取引所などを訪間、米国の証券業界、特にリテ

づい 広範に互つて調生 た。その

調査結果を団長・団員が分担執筆の上「日本

1根1'ックリ、'均への対応の櫛 せして、全体のとり

まとめを団長の責任において行った報告書で

ある。(129D
担当部分はしりがき及び総論の執筆並びに

団長として全体のとりまとめを行った

(岡部陽二石井茂 イD

(輪 カ
1 邦銀呪法の「主幹事J迄絲予

能力に遜色なし

―自己責任に基づく自由な

競争と参入の実現を一

2砂Ч衆翻礎の力唇段
一変動金禾1肘 CDのすべて

急城振を遂ける金利スワツプ取

弓|

轄

轄

轄

日研日秘年 9月

日研日55年 8月

日研日58年 8月

錦 蝦碑 情

第 30巻 第 35号
閣 0′
Vヽ25

(助金融財政事情

雌

赫
「翻 鏑 ¬

55月中

PP136-142

東鞄 餅 調 蹴

錦 蝦碑 情

第 34巻 第 31号

PP37′^V41

(助金融財政事情

雌

本来あらゆる規制から自由であるべきユーロ資

本市場において、邦銀証券現法についての

み課墜れている我が国大蔵当局の規制措置

の不当り睦 師 、ユーロ市場こおける、我が国

金融業全体の発言力強力を提唱したもの。6
曰

ユーロ金融市場において急成長を遂げた変動

金利付 CDについて、その開発に至るイ齢彙
その後の市場展開の軌跡を中心に解説を試

みたものЭ(7曰

1980年代に新登場した金利スワツプ取引につ

いて、そのメカニズムと発生の経紳などを分析、外

債市場での活用を提唱すると共に、将来への

展望を予測したスワツプ取引に関する我が国初

の論迪 6曰
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にの他
1‐にシLランドの印象

「年金資産の効率的運用を望

むJ 他 10編
0舗∋

サッチャー時代の英国に学

ぶ 1～8

くベンリレ/― わが道わが人生〉

一回 Pと夢―

狂牛病踵訓こ′詢

英国に学ぶ個人投資家育成

策

3『旧中国の勧 余間

ヨーロッパ切手市場の魅力

アプアと共生するための 3

の提案

10スイスに見る株主尊重の会社

経営

轄

轄

轄

轄

戦

轄

戦

軽

轄

轄

日研口57年 12月

平成 5年 7月

平成 8年 8月

平成 8年 4月

平成 8年 5月

平成 8年 8月

平成 6年 2月

平成 7年 2月

平成 7年 12月

平成 9年 1月

平成 8年 9月

平成 8年 10月

嫁り11・ニューシ
'一ランド

産業経済調査団報

鵠

PP127′ ^V128

財団法人日本生活
′〉J三フ4更豪Fi'せ5[|｀こイ艦

明光ンド卦

Vol.6,No.58,′ ^ψ

Vol.8,No.83,

明光証券経済研究

所

しょうけスンくらぶ

第 55号 P12

日本輛聰鵠径拶報鷺楽

吉「

しょうけんくらぶ

第 57号

PP10-11

日オ疇動 蝶

部

月干」Kddalwl

25 1995・ 新 」

①

翻 コ礎 餘

週刊 税のしるベ

動

…

釧 鵬 憫

しょうけんくらぶ

第60号

PP.10～ 11

日́ 疇正券組勧罰蝶

部

きらめき第6号

PP.8′～9

日本イ固ノに投資家協

きらめき第7号

PP.14-15

日本個人投資家協
△

産業経済調査団の一員として訪問したニュープ

ーランド経済の潜在力につき、分析・論考したも

の。Cn

我が国証券業界が直乱 ている課題につい

て、対象靭 咄こ論点を絞って改善の方向な

どを提看したものX18司

亡父の遺割 旧中国の紡績労m  (九大出
1板会より平成5年 10月 に干晰■525面を父の

没後に編集、発行した絲ミ裏話などを記した

もの。(1動

趣味の一つである切手収集につき市場原理

がフルにイ熱 て`いる自由な欧州マーケットの仕組

みなどを中′酬こ工黛一として纏めたもの。

CD

経団連が経済人 135人のオヒ:ニオン・リータ
しから

募らた「私の共生論Jに貌 欧国境を越えたアプ

アとの共生のあ明れこつき論じたもの。

(1コ

サッカ年時代の政治。経済・文化諸面に顕著に

既 れた変革につき検討、サッカー1燕卦目の

キ壽 力とその功罪につき言斜〕たもの。

18曰

脚 7聾力36年の過識 した国際金

融分野での活動を抑 返り、併せて活動の主

舞台であった欧州への郷震 述べたもの。(1

司

英国蹴 肥 た狂牛病が原因に英コパス

ト誌の分析を基に分析。今後のあヨ|を引出した

日鏡LO同

英国における国営企業の民営イヒ年金基金の

株式曰咽及び個ノヘヽ持株計画について概説の

上枷 匡ゞでの個ノヘJ資家
―

提乱σ

曰

ゴッタルド鑑 予測市役の融 にき づいてスイスに

おける株主総会・取締役会の実晴を紹介、わ

が国のり嚇と対比を論述したもの。

●コ
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11男 1好開坑の謎 轄 平成 9年 4月 CT鵬牡
NIARK日

RE〔EへCH
第 19号

PP.86-87

資本市場フォーフム

約二百年前の別子銅山発見の史実が書き換

えられた経紳を紹介研究論文執筆に当たつ

ての勧動な機 たエオー。0コ

上砂 ‖こ

その他 8編

(Fヨ[1:1:l''II11)
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艦 上の知

1変動禾り付CD仰晩庁G Rate Celtllc・ ate ofDepoatlの 開発
4馴 間:日研日51年～日研口55年
概  要:日研日52年 4月、住友ファイナンス・イ″―すカナノ咄 こて、噺 蝶笏岬堺物の動 1肘 CDにれまではすべて固定

禾IDを開発、邦銀の海哨象錯趾耕肩場として注目を動 、同年4月 25日ロンドン・タイムス
'誌に時皿lomo Plolleer

Roatlllg CD」と大きく報ぜられた

〔粛辮 J昭和55年新午特大号記瓢「日経ビブネスJ日研日55年 9月 22日号記瓢

「夕干ウゾJ日研日57年 6月 に副 住友銀行の国際抑制 )

[信フ気金髯誡 准通衣フアイナンス・インターナショナル耳蟷辞イ蜀仕事司

2フ母ヒ向の金利メワップイ寸夕晴 1謁発

4醐 間:日研日56年～58年
概  要:昭和57年 7月、我が峠 して初の研 |タフリダイツ相葦鶴箸■4メ |タワッフl寿|りこより金利変動リスクを岨 た初

のデリノヾティフ
゛
金融取引として注目を浴叱

〔∠断蝦棚群備」日舒日58年 8月 22日号記事、「日あ勁憫 J日研FtrD7年 7月 16日記詢

[国 〒̈ 囃 編縣 同

3ゴッタルトY髯子の買収
キ醐 間:日研日57年～昭和59年

概  要:日研日58年 4月、スイス所在のコ'ッタル時髯〒買収を健黒一年以上の難交7た経て日研口59年 2月 28日 に興反契約
司干団こ漕ぎ右すたが、この買収は極めて工‐クな非F振り醗 酵奔鄭絶して内外の注目を集めた 買収実働魚

平成5年まで同行の購 任した

C住友クリけフ
゜
の剣 、個ノ噸選肇難儲針衡薪ざきらめき」平成8年 12月号掲載レイスに見る株主

動 の経営』)

[僧多載賭〒岬 陽審罰曜票倒司

4回 性鰤姑舗勢薯ミとしての活動
従事期間:日研口62年～平成4年

概  要:区Ulヽ地域の経営倒音傷設して非日系企業取ヲkプロシヒクト・ファイナンス、資金為替テレーリンク
゛
、デリアヽ'ティブ

業務などを多角的に展開、現地人化を強力に推じ像がこその動 に対可 nle Top Tell mosk ll■ llellt皿

Japarle.T h ELIKlpedlBtt L鳥 誌 1%9年 7月 う 、『 T■e tlmre脳lBttq』 lb歯 嗜 Wolld誌 1989年 5月 ∋ 等 の

言報睦藤れた
また、フ″ンソロヒし活動においては、英皇太子主宰の「B面腱s llltlle COmmШ 町Jに勿 臥企業の地域社会

貢献活動を実践1大英博物館の町apalle∞ Gttn7」力骰にも倶1面協力した

〔日経新聞J平成6年 10月 19日イギ交遊抄』、証券経済良菊朝賞難ざしようけんくらぶJ誠 9年 1月号掲載の
つ」誅英日独手の′和 ¶』)

[脚 テ動 ・専観 薦 網

5山一證券は力いプの「米コ証券市場調査団J団長として調査報告を取りまとめ。
従事期間:平成8年 11月

概  要:山一證券霧傘下の中J罰券会社13社で欄成する「十二会Jの米国証券市卯 国 の団長を動隧れ、平成8年
11月 19日から10日間に亙り、■・一ヨーク、シカコ

'、サンフランシ知所在の証券会出取引所など16ケ所を僣荻その調査結果

を十三釘米国証券市場調査報告書」としてurlまとめた

[明光磁割¨

(岡郭 陽⊃



1999 4_20り広嵯護匡鬱貴大言考業潅覇調庭菱表

平成 12年 11月 7日

研 究 等 実 績 報 告 書
囃 営螂 斗

教授 岡部 陽二
[著書・論刻  (1996年 12月 20日イ」す吻唯湖銃撲績書」に記討み渤発斜()

著書

…

名称

単著また

は 共 著

の男」

発行または

発表の年月

Ш板社または

論文掲載の誌細洛

要概

伺民勘

医療サービス市場の勝者

―米国の医療サービス変革

に学ぶ―

田 民 19"年4月 シュプリンガー・フ

ェアラーク東京

(ω

ハーバード大学大学院教授レジナ・ヘルツリン

ガー著“Mallsa― Dl■■7en Health CaК "の翻

ヨ民・角軌   (460FD

(輪 カ

1、 サッチャーリズム再考

4、 ユーロ誕生後に円の進む
べき道

5、 新通貨ユーロに学ぶ

―円ゆ嗜鴎影好むこ向けて一

6、 ベンチャー・インフラの抜本

白任整備拓イ罰ず

7、 ベンチャー企業のための IP

O改革を,専業引受証券育
威kインフラ勘肯粗 必 に

8、 医療システムの国際比較

9、 IPO市場
タ
ンフラの構築を

急げ

2、 新通貨「ユーロJの教訓

、誤ったヘッジファンド批判を

動

轄

轄

軽

轄

轄

轄

轄

轄

轄

1998年7月

1999年 3月

19994「D月

1999年9月

2000年8月

2000年8月

2000年9月

1998年 11月

1999年 2月

日オ(詞ジ争籠登がイ具蓼養

部「しょうけんくら

ぶJ第4齢 10-11

(D外国為替貿易
研勃影ざ国腰た金河山

1015号p3伊慇

日オ編動 蝶

部「しょうけんくら

ぶ」第

“
号メト11

時事通信社「金融

財如第9137号

p12-15

5月 8日 付け中国

新聞7頁「中国論

慟

外国為替貿易研究

会 「国際金融 J

第1031号〆 -18

時事新報社「金融

貝柚 第∽ 66号

p2--7

大1阪工大掃南大学

学園新報サイエン

ツ。アンド・アーツ

外国為替貿易研究

会「国際金融J第
105rttp22-31

サッチャーリズムの真髄が詢 ζされている現状

を憂い、同首相が信念をもつて断行した政策を

史実に基づいて寿 L(2]∋

欧州単=通貨
「ユーロJ成」こ至る経緯を具こ分

嶽のうえ、アジア圏通貨バスケッ鴫段の必要l■

を規   (9D

ヘッジファンド破綻の原因劉 斤、現下の問題は

同様の金融取引に染手している大手銀行にあ

り、コLへの対応策引に乱 (幼∋

ユーロ成立に至る経緯を踏まえて、わが匡聰為

替相場安定向けての外交努力とそれを畝 る理

颯 性を提言L14動

EUがユーロ

"う
統一で実現したコ ス

クリ脚 努力にわが匡魅見習うべきと提唱

米国のベンチャー。キャピタレに倣つてわがR
ベンチャー企業旬成のためのインフラ整備を急

ぐべきと提言

米国ナスダック市場に見習い、わが国のIPO市

場を支えるインフラの抜本的改革の必要性を提
口昌

わが国の医療システム改革に当り、先入制 L
た国帥 重要性を強調

米国ナスダック市場に見習い、わが国のIPO市

場を支えるインフラの抜本的改革の必要性を米

国の実例や図表を豊富に曲 込んで詳述

1
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10、 個ソヽぶ鋒材を畝 る税制
―英国に学ぶ

轄
　
轄

2000年9月

1995年7月

日本経済新聞イン

ターネット・ページ

に4ヶ月間掲出

株式譲渡益課税のあり方につき、諸外国の税制

ことに英国から学ぶべきところを具体的に詳述

(そのイ出諭
1三大経済学者の生家墜罰卑

帥 執 称

3「地跡0)滴」ネ輌慶永遠に

―鉱″収集の輪、日本でも

励 ←ゞ

4還萎動 らヽのノくソコンヘのり厳

5オペラハウス鑑賞の旅

6中束の三 Pを訪れて

鉱物収集。やる気まムυまムン

ワインタ咆惑

大課申シ独自の′思0ィ 出`

10 ttL/バニアの悲劇

11和のオペラハウス遍歴

12活躍舞台の広がる人工水晶

軽

轄

戦

轄

軽

戦

轄

轄

轄

轄

轄

轄

1995年 11月

1995年 11月

1995年 12月

19%年 5月

1996年 8月

19CJ6年 11月

1996年 11月

1997年 2月

1997年3月

1997年4月

1997年 8月

1997年■2月

日オ疇動 蝶

吉ばしょうけんくら

ぶJ第 58号 p89

東京証券経営者連

盟「証券随想J第4

9f) p43-49

日本経済新聞最終

頁、文イビ聞

日本証恭西剤具楽

部「しょうけんくら

ぶJ第 59う蝸 9

銅 □ 憫

文イ断閑

時事通信社「世界

週抽 11/19号ゲス

トエッセーp56-57

鉱物同志会会誌
「水晶J第 10号

p4042

資本市場研究会
「月干」資本市場J3

月号 p68-■ 9

日本(正流計蚤継

部しょうけスンくらぶ

舅再61f)p22-23

日オ疇動 蝶

部しょうけんくらぶ

第 2齢 12-13

めいかん企画「私

の旅J平成 10年 1

月号 pM 55

鉱物同志会会誌
「水晶J第 11号

p4041

アダム・スミス、カール・マルクス、ジョン・メイナ

ード・ケインズの家 墓碑を訪れ、三大経済学

者の生き様について考先 (2]∋

イグアス、ビクトリア、すイヤガラの三大瀑布への

旅行体験を記し、瀑布の神秘陛、1称に挑む冒
険Lなどの感既に及∴ (7D

映 しての鉱鯵収集の自分史を綴り、鉱物博物

館やフェアー開催のナ勤睦通じての趣味の広が

りについて識  (1]∋

パソコン修得の書き談とパソコン通信での囲碁

対極の醍醐味を強調、個人ユーザーヘのサー

ビス機 蔽 る。(2司

ロンドン在勤中に訪れたオペラハウスの建築美

とその背景、ヨーロッパ人のオペラに賭ける執念

に言誠   (1ア∋

中束の古代薗家ペルセポリス、ペトラ、パノほラ
ヘの旅行記をもとに古代文明消長の根因に想い

を艇 税 (2D

―

石の文化について対談した文化放送
「吉田照歎 のやる気まんまムノー午後2日わ 興味

津 J々のテープを収民 (2D

欧州での体験を基にワインの好みと嗜み方につ

いての自説を開陳、自己責任でのワインの選択

鋤    (2ア∋

在英中に足宋 通った大英博物館の魅力と「ジャ
パン・ギャラリーJ新設に貢動した′思い出を語る。

(2ED

かって訪れたアルバニアでの体験をもとに同国

の経済漏 睦バルカ)ノでの民族紛争の根因を考

える(2D

世界の襲 オペラI曇 ゼンパー。オパー、グラ

インド・ボーン、テアトロ。マナウスの庫像をもとに

囃 の素唯らしさを言諄飢 (2つ

水晶振動子をはじめとする水晶デバイスの素材

である人工水晶について、結晶構造、迦王電効

果、製法、用途などについて分侃 (2D
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13京の味、にしんそば

14 セントアンドレースヘの

調ハ

アルタミラツ1司窟の天丼画ｂ̈

16 <蔀平> 「欧 の場 」

17 札 みぢの句碑

円光寺とのご縁18

19<書評>「マッド・マネーJ

20死 乞 峰 彰巧 把 議

21「医療サービス市場の勝者」

ヘルツリンデー毅
「医療サービス市場の勝者」

「医療サービス市場の勝者」23

轄

轄

轄

轄

轄

轄

轄

轄

轄

轄

轄

1999年 1月

1999年4月

1999年7月

1999年 10月

2000年2月

2000年7月

1999年■0月

2000年2月

2000年 7月

2000年7月

2000年7月

季 刊「新 そ ば J

No.101 p2-3

日オ疇■券組勁判蝶

部しょうけんくらぶ

,163リテp32-33

めいかん企画「私

の旅J平成10年12

月号

時事通信社「金融

財政J第 9125号

p19

中国新聞夕刊第1

面「でるた」

日オ編■券組勤事蝶

部しょうけんくらぶ

鮮裕5→訊)8-9

日師      
「錦 虫

財政」第%89号
p17

日オ(■券組勁事蝶

部しょうけんくらぶ

第 7号p10-11

住友銀行 OB誌
「銀泉J第 120号
p60-61

ジュンク堂 「書標J

2000年7月号
p4-5

日本輛薩争組勁軒蝶

部しょうけんくらぶ

第 68号 p8-9

京都名物のにしんそばについて、その歴史、調

¨ 、オランダメJゞ好む生にしんと対比し

て、にしんとそばの本目性を記九 (2D

ゴ,レフ発祥の地、セントアンドルースでのプレー

経験をもとにゴルフの歴史にヽ を`馳せ、その

原点をヽ 、(2⊃

人類最古の芸術作品とされているアルタミラ洞窟

の天丼にオ勘 れヽたビソンの不′恐議に迫り、古代

人の生命力を考え税 (2D

岩波書店刊、スーザン・ストレレうジ著「国家の退場

―グローバル経済の新しい主衡ぎ刊の言舘平(1

動

亡き母の句碑建立に至る事1諸エッセーとしたも

の

同上、句碑建立をお願いした京都洛の円光寺の

歴史などを副 としたエッセー (劾∋

岩波書店干豚―ザン・ストレンジ著「マッド・マネ

ーー世紀末のカジノ資本主義―」の論評(1]∋

今世紀最大の考古学上の発見といわれる死海文

書を中ッことしたイスラエソレ驚配 (2D

私の監訳書「医療サービス市場の勝者J番洞熙こま

つわるエピソードなど紹介(2D

同上、著者ヘルツリンガー教授の印象などを紹

介したもの(2D

同ム 米国の医療システムから学ぶべきところな

どを書込んだもの(幼∋
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⑪民割

医療サービス市場の勝者

―米国の医療サービス変革

に特亀が■―

翻 民 1999年4月 シュプリンガー・フ

ェアラーク東京

(掬

ハーバード大学大学院教授レジナ・ヘルツリン

ガー著“Malket― Dlwel■ Healtl■ CaК"の翻

司民。角名詞t(460FD

(端 カ

1、 サッチャーリズム再考

2、 新通貨「ユーロJの教訓

謬わたヘッジファンド批判を

動

ユーロ誕生後に円の進む
べき道

5、 新通貨ユーロに学ぶ

―円ドノ嗜啜 定に向けて一

6、 ベンチャー・インフラの抜本
白任整備捲贅副ザ

7、 ベンチャー企業のための IP

O改革を,専業引受証券育
成 インフ彬 米国並みに

8、 医療システムの醜 厳

9、 IPO市場インフラの構築を

自ず

轄

戦

轄

轄

轄

轄

轄

轄

轄

1998年7月

2000年8月

2000年8月

2000年9月

1"8年 11月

1999年 2月

1999年 3月

1999年5月

1999年9月

日本輛礎争経霧薯蝶

部「しょうけんくら

ぶJ第4齢 10-11

倶わ外国為替貿易

研甥κざ国腰た金属山
1015号郎∈侶

日冽時証場絲蚤済イ蝶

部「しょうけんくら

ぶJ第

“
号口∈11

時事通信社「金融

財如第9137号

p12-15

5月 8日 付け中国

新聞7頁「中国論

壇

外国為替貿易研究

会 「国際金融」

第1031号

“

-18

時事新報社「金融

財政」第鯰66号

p2--7

大阪工大掃南大学

学園新報サイエン

ツ。アンド・アーツ

外国為替貿易研究

会「国際金融」第

1051→読)22-31

サッチャーリズムの真髄が謝 4されている現状

を憂い、同首相が信念をもつて断行した政策を

史実に基づいて実説 (2]∋

蜘 |ヽ 1単■己彗「ユーロJ成」翡 経緯を具こ分

析のうえ、アジア圏通貨バスケット槍1段の必要性

を規   (9⊃

ヘッジファンド破綻の原因を分析、系 S)問題は

同様の金融取引に染手している大手銀行にあ

り、コLへの対赫 を提記 (2司

ユーロ成立に至る経緯を踏まえて、わが匡聰為

替相場安定向けての外交努力とそれを畝 る理

論議護 )必要麟 民 にD

EUがユーロ通貨の統一で実現したコ ス

ク排除の努力にわが匡魅見習うべきと提唱

米国のベンチャー。キャピタレに倣ってわがR
ベンチャー企業育成のためのインフラ整備を急

ミベきと嬌

米国ナスダック市場に見習い、わが国のIPO市

場を支えるインフラの抜本的改革の必要性を提
口昌

わが国の医療システム改革に当り、先入制 L
た国際比較の重要陸 強調

米国ナスダック市場に見習い、わが国のIPO市

場を支えるインフラの抜本的改革の必要睦 米

国の実例や図表を豊富に盛り込んで詳述

1
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10、 個人投筆毅参教る税制
―英国に学ぶ

轄
　
轄

2000年9月

19%年7月

日本経済新聞イン

ターネット・ページ

に4ヶ月間掲出 ―

のあり方につき、諸外国の税制

ことに英国から学ぶべきところを具体的に詳述

(そのイ出Ю
l 

―

J多家と墓郵卑

帥 執 跡

3「地跡υ)滴」神礎 永遠に

"輪
、日本でも

励 ←ゞ

4遅葬勁らヽのパソコンヘのり臓

5オペラハウス鑑賞の旅

6中束の三 Pを訪れて

鉱物収集。やる気おムノまムノ

ワイン練

大英博物館の思い出

10 ttL/バニアの悲劇

11和のオペシ ウヽス遍歴

12活躍舞台の広がる人工水晶

轄

轄

戦

轄

轄

轄

轄

轄

轄

轄

轄

轄

1995年 11月

1995年 11月

1995年 12月

19%年 5月

Ю%年 8月

19%年11月

19%年11月

1997年 2月

1997年3月

1997年4月

1997年 8月

1997年 12月

日本輛薩ふ経勢斬祟

部「しょうけんくら

ぶJ第 58号 p89

転 離 営者連

盟「証券随想」第4
9号 lD4349

日本経済新聞最終

頁、文化欄

日オ編̈ 蝶

部「しょうけんくら

ぶJ第 59号p89

係 □ 憫

刻 躙

時事通信社「世界

週朝■1/19号ゲス

トコニッセーpb6-57

鉱物同志会会誌
「水晶J第 10号

p4042

資本市場研究会
「月干」資本市場J3

月号 p68-■ 9

日オ疇■券僣勧斬蝶

部しょうけんくらぶ

,再61fttp22-23

日冽時証場雛登済イJ詮楽

部しょうけんくらぶ

第 2齢1213

めいかん企画「私

の旅」平成10年 1

月号 p5455

鉱物同志会会誌
「水晶J第 11号

p40-41

アダム・スミス、カール・マルクス、ジョン・メイナ

ード・ケインズの生場と墓碑を訪れ、三大経済学

者の生き様について考究 (2]∋

イグアス、ビクトリア、すイヤガラの三大瀑布への

旅行体験を記し、瀑布の神秘性、瀑布に挑む冒

険となどの感既に,L筑 (7D

跛 しての鉱物収集の自分史を綴り、鉱物博物

館やフェアー開催の増力「を通じての趣味の広が

りについて論遮 (1司

パソコン修得の書き談とパソコン通信での囲碁

対極の醍醐味を強調、個人ユーザーヘのサー

ビス滋 該 る。(2D

ロンドン在勤中に訪れたオペラハウスの建築美

とその背景、ヨーロッパ人のオペラに賭ける執念

|こ詐能及ち(1ア∋

中東の古代遺跡、ペルセポリス、ペトラ、ノウはラ
ヘの旅行記をもとに古代文明消長の根因にか ヽ

を艇 乙 0動

¨ 石の文イじこついて対談した文化放送
「吉田照懃 のやる気まんまムν謝 2時の興来
津々」のテープを収民 (2D

欧州での体験を基にワインの好みと嗜み方につ

いての自説を開陳、自己責任でのワインの選択

獅    (2ア∋

在英中に足繁 (通った大英博物館の魅力と「ジャ
パン・ギャラリーJ新設に貢齢した′思い出を記る。

(2ED

かつて訪れたアルバニアでの体験をもとに同国

の経済混乱ン レヽカンでの民族紛争の根因を考

える(2D

世界の発 オペラI虫 ゼンパー。オパー、グラ

インド・ボーン、テアトロ。マナウスの印像をもとに

囃 の素畔らしさを謹る。(2D

水晶振動子をはじめとする水晶デバイスの素材

である人工水晶について、結晶構造、迦正電効

果、製法、用途などについて分梶 (2⊃


